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1.はじめに
岩手県久慈市方言の音韻対応    1  
岩手県久慈市方言の音韻対応
一共通語との対応を中心として一  
齋    藤    孝    滋
岩手県久慈市方言は、  北奥方言に属するが、  その音韻的性質は、特徴的であり、  北奥
方言的特徴・岩手沿岸方言的特徴とともに、南奥方言的特徴まで併せ持つことは、常藤
孝滋 (2001f) で明らかにしたとおりであるll)。
ここにその概略を示す。
(1)  音素体系
音素は25個みとめられ、  以下のように分類される。
母音音素  /u,o,a,ε ,e,i/、
子音音素  /',h,g,k,0,c,z,s,d,t,n,r,b,p,m/、
半母音音素 111,w/、
拍音素  N,9
(2)  拍構造
拍構造は、  次のとおりである。
/CV/,/V/,/CSV/,fN/,/Q/
(3)  拍体系
拍体系は、  次のとおりである。  
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*     「一」は「あき間」を表す,,
**    <>は、オノマトペのみにみられるか、具体例は見出せなかったが、拍体系上存在すると
推定される拍であることを表す,,
***  「一lは、共通語にみとめられず久慈方言にみとめられる拍であること、   1ニ二;は、共通語
にみとめられるが久慈方言にみとめられない拍であることを表す, 
以上より、  次のような特徴が指摘できるのである。
(1)  音素/ε /がみとめられる。  即ち拍体系上に/Cε/軸が存在する。
(2)  拍/'JE/,/'we/,/'wε /がみとめられる。
(3)  拍/'i/,/cl/,/zi/,/sl/がみとめられない。
l4)  拍/kju/,/gju/,/kju/,/oju/がみとめられない。
(5)  北奥方言に一般的にみられる鼻音化子音/~d/,/~b/がみとめられず、即ち鼻音化
子音拍/~dV/,/~bV/(V:母音)がない,,
これらの特徴のうち、(1)(2)は、  北奥、  南奥両方言に共通して多くみられる特徴、  (3)は
南奥方言的特徴、l4)(5)は岩手沿岸方言的特徴(齋藤1991a、1992a、1992b、1993)といえ
るのである。  
2.  目的・方法
本研究は、久慈市方言老年層における音韻について、共通語との対応を明らかにする
ことで、  その体系の持つ通事的性質を明らかにすることを目的とする(2)。なお、対応に
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ついては、  研究の性質上特徴的なもののみ挙げ、  共通語と同じ音素が対応するものは扱
わない。  
3.  母音の対応
3・1./Ci/の対応
3・1・1.  /Ci/:/Cu/
この対応は/C/が/s,z,c/の場合、「語頭・語中一語尾」という環境、「語の拍数」に関
わらず規則的である。
例:/nasu/(梨・産むくナス>)、/zu/(字)、/cu/(血)、/suta/(下)、/cuzu/(土・知
事・地図)-。
なお、  語的に/C/が/h, b/の場合の対応例がある。
例/basjahugi/(御者<馬車華>)、/sabuseN/(三味線)
3・1・2.  /Ci/:/Ce/
この対応は、/C/が/'/の場合、「語頭・語中・語尾」という環境、  「語の拍数」に関わ
らず規則的である。
例/'e/(胃・絵・柄)、/'ego/(池)、/'edo/ (糸・江戸)、/'enuQko/(犬ツコ)、/'ero/
(色)-,
なお、  語的に/C/が/m/と/n/の場合の対応例がある。
例:/memezu/(蚯蚓)、/neNzuN/(人参)。  
3・2,/Co/の対応
3・2・1./Co/:/Cu/
この対応は、  語的にみられる程度であり、規則的ではない。
例:/1jumuoi/(蓬)、/'Jureeko/(寄合コ)、/managu/(目くマナコ>)、/suru/(剃る)、
ル明一(袋)、/muru/(漏る)、/muouru/(潜る)、/kabucja~toooaNkabucja/(カ
ボチャ)。
3-2・2./Co/:/N/
この対応は語的なものと考えられ、   1例しか見出せない。
例:/Nbasama/(おばさん), 
3・3./eu/の対応
3・3・1./Cu/:/Co/
この対応は、  語的にみられる程度であり、  規則的ではない。
例:/'obooiQko/(産着ツコ)、/sozjosu/(涼しい)、/none/(布)、/kuzjosu/(崩す)。  
3-3・2./Cu/:/N/
この対応は、なお語的レベルを脱し得ないものの、「/C/が/'/、直後の拍が「鼻音
/m/+VM.w」  という環境において生ずる傾向が見出せる。
例/Nmεε /(美味い)、/Nma/(馬)、/Nmareda/(生まれた)、/tageNma/(竹馬)。
なお、語的に、鼻音がlb/の場合の対応例が1例ある。/Noa/(お前<ウガに由来すると
考えられる二人称代名詞>)。
3-3・3./Cu/:/Ca/
この対応は、  語的なものと考えられ、   1例しか見出せない。
例:/,cura/(蔓)。  
3・4. /CV/:/CW/(長音付加)
この対応は、  全体からすると、  少数で語的なものと言わざるを得ない。  しかし、  一般
的に非拍方言が分布する地域において、  非常に興味深い対応ということができる。
例: /maada/(まだ)、/miizu/(水)、/maazeru/(混ぜる)、/heebi'ezuoo/(蛇薄)、/kanaheebi/
(かなへび)、/saamue/(寒い)、/kuuoi/(釘)、/saara/(皿)、/kuura/(蔵)、/beero/
(舌<べロ>)、/haari/(針)、/naaru/(鳴る)、/niiru/(煮る)、/'azugaaru/(飼う
<預かる>)、/meQkeeru/(見つける)、/simaare/((~して)しまえ)、/maagi/
(薪)、/maageru/(こぼすくマケル>)、/gaagi/(子供<蔑称、ガキ>)、/'waageru/
(分ける)、  /moosuzugeroe/ (焚付けろよ)。  
4.  連母音の対応
4・1./Ca'i/,/Ca'e/の対応
/Ca'V/Ca'J:/Cεε /
この対応は「語の拍数」、「語頭・語中・語尾」という環境に関わらず規則的である。
例:/nεε /(ない)、/bεε /(倍)、/mεε /(前)、/'εε da/(間)、/'JtEda/(焼いた)、/'wεε da/
沸いた)、/kεε na/(腕くカイナ>)、/sεε da/(咲いた)、/'wagεεmono/(若者<若い
者>)、/kaNoεε ru/(考える)、/naNmεε /(名前)-。
但し、  「新語や非日常語」  には/、Ca'e/が対応する例もある。  
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例 :/nekuta'e/(ネクタイ)、/ga'ekc)gu/(外国)、/ka'esja/(会社)、/gjora'e/(魚雷)、/kaguza'e/
(角材)-。  
4・2. /Ca'u/・/Co'u/の対応
これらの連母音は、  共通語の所謂ワ行五段活用動詞の終止・連体形にみられる点で共
通する。
4・2・1./Ca'u/:/Caa/
この対応は、   3拍以上の語にみられる。
例:/'araa/(洗う)、/'waraa/(笑う)、fnaraa/(習う)、/nl'aa/(似合う)、/moraa/(貰
う)-,
次の例のように2拍語単独の場合はみられない傾向がある。
例:/Cau/:/Cau/例/ka'u/(買う)。
ただし、  2拍語でも、  付属語の接続により発音文節が3拍以上となる場合は、/Caa/が
対応する場合がある。
例:/kaani/(買うに)-,,
4・2・2./Cou/:/Coo/
この対応は拍数に関わりなくみられる,,
例:/'lice/(酔う)、/'omoo/(思う)-, 
4・3./Ci'e/の対応
/Ciel/:/Ce/
この対応は拍数等に関わりなく規則的である,,
例:/'ee/(家)、/neeru/(煮える)、/meeru/(見える)、/keeru/(消える)、/'oseeru/
(教える)、/haNnee/(半煮え)-。  
4・4. /C(s)u'i/,/Cu'e/の対応
この対応は、  融合パターンとして5種類のパターンがみられる,,
4・4-1./Cu'i/:/Cu(u)/
この対応は、規則性が高い,,
例:/1cuuda/(搗いた)、/cuudazu/(一日)、/zuubuN/(随分)、fzjoosuu/(雑炊)、
1usuu/  (薄い)、/'agi'jasuu/(飽きつぼいくアキヤスイ>)、/'ogori'jasuu/(怒りつ
ぼいくオコリヤスイ>)、/'aQcuu/(熱い)、/kizuu/(きつい)、/nuguu/(暖かい
<ヌクイ>)-。
4・4・2./Cu'i/:/Cii/~/Cu・u/
例 :/'warii/~/'waruu/(悪い)。
4・4・3./Cu'i/:/Ce/
例:/tenuoe/(手ぬぐい)、/ke/(食え)。
4・4・4./Cu'e/:/Cwee/
例:/'weeda/(植えた)。
4・4・5./CSu'i/:/Cii/
例 :/karii/(痒い)。
なお、/Cue/が対応する例としては、  次のような語がある,,
例:/ku'emono/(食べ物<食い物>)、/su'ega/(西瓜)、/hu'eda/(拭いた)、fnu'eda/
(脱いだ)、/saamu'e/(寒い)、/karu',e/(軽い)、/subue/(渋い)/hurue/(古い)、
ル i駆 '~(低い)-。  
4・5. /Co'i/・/Co'e/の対応
4・5・1./Co'VJCoe/:/Co'e/
例:/ko'e/(声・鯉・濃い)、/'oho'eru/(覚える)、/kaNzjo'eru/(数える)、/'o'eru/
(生える)、/mo'eru/(燃える)、/kike'eru/(聞こえる)、/kudo'e~'jaQkudoe/(く
どい)、/'ododo'e/(一昨日)、/hjaQkoe/(冷たいく冷コイ>)、/hose'e/(細い)、
/'a'oe/(青い)、/kuroe/(黒い)、/biro  e/(広い)-。
従来、岩手県方言において、この連母音には一般的に/Ce(e)/が対応するとされてき
た(3)。  しかし、久慈市方言では、以上のように規則的に/Coe/が対応するのである。本研
究で見出した例外は、   4・5・2に示した1語であった。
4・5-2./Coi/:/Cee/
この対応は、  語的なものである。  おそらく岩手内陸方言や共通語的俗語表現から受容
されたものと考えられようかl4)。
例:/hidee/(ひどい)。  
4・6./Ce'o/の対応
この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない。
/Ce'o/:/Cjoo/例 /sjooru/(背負う)。  
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4・7./Ci'a'i/の対応
この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない。
/Ci'a'i/:/Cee/例:/'Jureeko/(寄合)。  
4・8. /Ca'ju/の対応
この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない,
/Ca、iu/:/Cε,/例:/kεε ko/(粥)、/'a  wacεε /(粟粥)、/muoikEt/(麦粥)、
4・9. /Cu'wa/の対応
この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない。
/Cu'wa/:/Ca(a)/例:/kaa/(鍬)、/1deQkaasl.1/(出くわす)、/kareru/(食われる)、
4・10. /Co'wa/の対応
この対応は、  本来的に音素配列自体少数であり、  日常語において見出される語例も少
ない。
/leo'wa/:/Caa/例:/kaasu/(壊す)。
5.子音音素
5・1. 章標音素の対応
5・1・1./'/の対応
/'/:φ   (脱落)
例:fmεε /(前)他。
連母音の場合、単一音素の連続(則ち融合によって生じた「長音」、/Cae/:/C,ε /等)が
対応することが多いため、語中におけるf/の出現頻度は、共通語と比へて低くなっている。  
語例については、「連母音の対応(4・2)」を参照されたい。
5・1・2./s/の対応
以下に示す対応は、  すべて語的レベルのものである。
5・1・2-1./Is/;/1zi/
例 :/lzja'o/ (竿)、
85・2・2・2./s/:/Ia/
例:/maQcuou/(まっすぐ) 
5・2・2・3、/s//h/
例:/'ah,e1/(汗), 
5・2. 破裂・破擦音素の対応
5・2・1./k/./t/./c/の対応
5・2・1・1./-k/./-t/./-c/:/-git,/-d/./-z/(-:語中を表す)(5)
例:/saga/(坂)、/kada/(肩)、/nazu/(夏)-,,
この対応現象は、  語中子音有声化現象とよばれ、  岩手方言に一般的にみられる規則的
な現象である。  久慈市方言を合めた本現象についての詳細は、  齋藤 (1987a) で述べてい
るのでそれに譲る。
その他に、  次のような語的レベルの対応が認められる。
5・2・1・2./k/:11g/
例:/gani/(蟹)、
5・2・1・3.lc/:/z/
例:/zurumu/([犬・猫等が]交尾する)、
5・2・1・4./k/:/Qk/
例:/teQkubi/(手首)、
5・2・1・5./o/:/Qcf
例:/1cuQcukubi/(乳首)。
5・2・2./ll/./bl/,/z/の対応
5・2・2-1./d/,/b/:/z/:/d/,/b/,/z/
この対応は、  規則的である,,
/d/:/111/例:/'edo/(糸・井戸)、
ル/:/b/例/'kabe1/(壁)、
/z/:/z/例/kazu/(勝つ-火事)-。
多くの岩手方言には、  語中子音鼻音化現象とよばれる対応現象「/-?J-l:)f,f-z/:/--d/、
/--b/./--z/」  がみられるが、  久慈市方言の場合は、  先に述べた語中子音有声化現象はみら
れるものの語中子音鼻音化現象がみられない点で特徴的といえる。  これにより、  共通語
の/t/と/d/は共に久慈市方言の/ll/に、  共通語の/cfと1:z/は共に久慈市方言の/z/に対応するこ
ととなり、  共通語と比へて語中における/1:1/,,/z/の出現頻度が非常に高くなっている。  
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5・2・2・2. /l:1//b/./z/lfl111d/JN1ofJNz/
本対応は、  語的レベルのものといえる。  通事的には、  他の多くの岩手方言が持つ鼻音
化音素/~d,~b,~z/(上野1973,'1無藤1991,1992a,1992b,1992c,2001e)が、かつ
て久慈市方言存在し、その入りわたり鼻音が、  音素/N/に昇格したために生じたものであ
ると推定される  (齋藤1987a),,
/di/:/Nd/例:/haNdasu/(裸足)、/hiNdari/(左)、/hiNdarite/(左手),,
/z/;/Nz/例:/'aNzugi/(小豆)、/huruaNzugi/(理屈つぼい人、愚痴をこぼす人<古小
豆>)、/kaNzjoeru/  (数える)、/kaNzuou/(担ぐ)、/'oNzu/(弟)、/goNzjoo/(腑
<五臓>)、fniNzjuu/(20)、/suNzjuu/(40)、/1goNzjuu/(50)、/kuNzju、lし/(90)。
ル/:/Nb/例  :/'aNbarabone/(肋骨)、/goNboo/(牛蒡)。
5・2・2・3./z/1/No/
本対応は、語的レベルのものといえる。通時的には、鼻音化音素/~z/の、無声化母音
直前に現れる異音[nts] の入りわたり鼻音が、  音素/N/に昇格したために生じたものであ
ると推定される  (齋藤1992c)。
/z/:/N(ン/例:/'waancuka/(僅か)、
5・2-2・4./z/:/cf
本対応は、  語的レベルのものといえる。  通時的には、  鼻音化音素/~z/の、  無声化母
音直前に現れる異音  [nts] の入りわたり鼻音が、  脱落したために生じたものであると推
定される(齋藤1991b、1992c)。
/z/:,/c/例:/'acukodo/(心配事<案じ事>)。  
5・3. /r/に関わる対応
この対応は、語的レベルのものである。しかし、齋藤(2002c)は、比較的対応例が多
くみられる青森県弘前市方言等を含む東北・越後諸方言の比較により、  /r/脱落のメカニ
ズムとして「/r/行拍連続回避」傾向を見出している。従って、  久慈方言にみられる例は、
「fr/行拍連続回避」  のきざしを示すものである可能性が指摘できる。
/r/:φ (脱落)  例:/ra'eru/([助動詞]られる), 
5・4. IL音音素の対応
5・4・1./10/1/n/fm/:/o/./In/,/m/
この対応は、語頭(語中のみに現れる/o/を除く)・語中とも規則的である。  
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5・4・2. /o/、/n/、im/:/No/、  iNn/、/Nm/
この対応は、  語的レベルのものである。  通事的には、  かって久慈方言にも、  安代町方
言のような共通語より持続時間が若干長い鼻音音声[°o,nn,mm]が存在し、その持続要
素 [°,',m] が音素/:NI/に昇格したために生じたものであると推定される。
/o/:/No/例:/kaNoo/(籠)、/taNoεε paNoεε /(互い違い),,
fn/:fNnJ例:/'aNne/(姉)、/kiNnoo/(昨日)。
/m/:/Nm/例: /naNmεε~naNmεε ko/(名前)、/moNmo/(桃)、/kaNma/(鎌)、/meNmezu/
(ミミズ)、/'JaNmεε /(病)、/'JaNmεε to/(病人)、/'JoNma/(夜中<夜間>)。
5・4・3./m/
以下の2つの対応は共に語的レベルのものといえる。  /Im/:/p/の対応は、鼻音化音素/-b/ 
の、  無声化母音直前に現れる異音  [mp] の入りわたり鼻音が、  脱落したために生じたも
のであると推定される  (齋藤1991b、  1992c)。
/m/:/b/例:/kobura/(脛<コムラ>)、/'azubaru/(集まる)、/sabuseN/(三味線)。
/Im/:/p/例:/neputεε /(眠たい)、
6.半母音
6・1./1/の対応
この対応には、  直後に位置する母音によって2種類のパターンがみられる。
6・1・2./hj/1/kj//./gj/,/sj/,/,cj/./zj//sj/.,'c1j/,/zj/
この対応は/u/と拍を構成する場合にみられ、特に/hj/, /kj/, /1lj/に関しては完全規則であ
る。従って、拍体系の視点でみれば/hju/,/kju/,/1lju/は存在しない,なお、/sj/には以下の
(2)で述べる対応もみられる。
ルj~/sju/:/sju/例:/sjuuzu/(ヒューズ)、/sjugudae/(宿題)、/'uNteNsju/(運転手)-。
?j?Jcju/:/cju/例:/1cjuuoagu/(中学・休学)、ficjuuri/(胡瓜)、/cjuuko/(灸コ)、/(juumoN/
(注文)-。
/gju//zju/:/zjuf例:fzjuunigu/(牛肉)、/zjuuni/(12)、fzjuucuu/(牛乳)、fzjugusu/(熟
す)-,
?jof/cjo/例:/'1cjoneN/(去年)
6-1・2(2).111/:φ (脱落)
この対応は、  /s/及び/oa/、  /1z/及び/u/と拍を構成する際にみられる語的なものである。
/sjo//so/例:/soQpεε /(塩辛いくショッパイ>)、/soooazu/(正月)、/soolju/(醤油)、
/soobeN/(小便)-。  
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/sja/:/sa/例:/saQkuri/(しゃっくり)、/sabuzeN/(三味線)、/saberu/(喋る)、/sazuru/
(しゃぶる<サズル>)-・・。
/zju/:/zu/例:/zuQpa/(十羽)、/haNzugu/(半熟)、
6・1・3./y:/r/
この対応は、  語的なものである。
例:/karii/(痒い)。  
6・2./'w/の対応
この対応は語中において、  規則的である。
/'w/:φ(脱落)  例:/naasuro/(苗代)、fmaaru/(まわる)、/'araanεε /(洗わない) 
7. 拍音素の対応
以下の対応は、  語的なものである。
川/:φ (脱落)  例:/ldεε go/(大根)。  
/Q/:1/N/  例:/seNcuN/(便所), 
8. 音頭対応の特徴一通事的・地理的視点より一  
ここでは、共通語との音韻対応により見出される久慈方言の通時的性質を共通語を基
準とした変化段階の視点で明らかにする。  そこで、  規則性が高い、  あるいは極めて特徴
的な音韻対応のみとりあげ、  久慈市方言の対応する音韻パターンが、  共通語より進んだ
段階の場合は★、  古い段階の場合は☆、  ほぼ同等の段階の場合は≒、  古い段階の現象を
前提に新たな変化が生じた段階と推定できる場合は☆★で示しつつ分析することとする,,
そして、さらに、その音韻対応を、地理的視点を加えて考察することにより、久慈市
方言について、通時的・地理的両側面から、その性質を総合的に明らかにする。
本堂(1982)は、「主として語彙の分布、文法体系、音韻体系の違いに基づ」いた総
合的区画図を提示する。それによると、岩手方言は、まず、北奥羽方言と南奥羽方言の
境界線でもある旧南部藩と伊達藩の境界線で、  大きく中北部方言地域と南部方言地域に
区画され、  さらに中北部方言地域が、  北部方言地域と中部方言地域及び沿岸方言地域の
三地域に小区画される。  この区画によれば、  久慈市方言は中北部方言地域の沿岸方言地
域に位置することになる。  この区画のもととなる具体的な語彙・文法項目については、
本堂(1967)に項目ごとの分布図が提示されているが、音韻項目(体系)についての詳
細は不明である。  
12  
音韻現象のみから、  岩手県内の方言対立を述べたものとしては、  齋藤 (1991a) がある。  
齋藤 (前掲論文) は、  加藤正信氏を研究代表とする南部伊達境界線付近における調査資
料の分析から、  「音韻全般に関して言うならば、  藩境による南北の対立よりは、  むしろ
沿岸対内陸の東西の対立の方が目立つ」  ことを具体例を示しつつ明らかにしている。
このように、  岩手方言に関しては、  音韻による地理的方言対立は、  今のところ十分明
らかにされているとは言い難い, そこで、  本研究では、  岩手方言及び他の東北方言まで
含めた音韻関連拙稿(齋藤1987a,b,1990,1991a,b,1992a,b,1992c,1993,1994a,b, 
1997,2000,2001a,d,e,f,h,2002a,b,d)を基に,井上史雄(1968,1980,1984,2000)、
上野善道(1973)、上野・相沢・加藤・沢木(1989)、加藤正信(1969)、加藤・斎藤
(1995)、川本栄一郎(1976)、小松代融一(1976)、佐藤喜代治(1966)、佐藤・加藤
(1974)、佐藤亮一(2002)、柴田武(1962a,b,1988)、平山輝男(1982)、平山・大野・  
久野・久野一杉村孝夫(1992)、森下喜一(1983)を参考としつつ、久慈市方言の音韻
を論ずる上で必要と考えられる4つの地理特徴(1~4) を設定した。
(1)  岩手方言の一般的特徴
①★  /Cafi1'./Cae/:/Ceε /
②★  /Ci'e/:/Cee/
③★  /-k/,/-t/,/-0:/-g/,/-d/./-z/
④★ /'w/:φ (脱落)
(2)南奥羽(岩手南部)方言的特徴
⑤★  /Ci/:/eu/(C=/s,z,c/)
(3)岩手沿岸方言的特徴
⑥★  /Ci/:/Ce/(C=1':/)
⑦★  /Co'i/Coe/:/Co'e/(連母音融合せず)
⑧★  ,/Ca'u/:/Caa/
⑨★  /Cu'i/l/Cuu/(3拍語以上)
⑩一  tv,ル//1z/:/1:l/,./b/,/1z/(語中子音鼻音化現象なし)
⑪★  ?ju/./sju/;/sju/、/kju/,/,cju/;11(lju/、1gjuJl,fzju/:/zju/
(4)  久慈市方言の個性的特徴
⑫☆★  /CV/:/CW/(長音付加)
⑬☆★  /d/,/b/,./z/:/Nd//Nb/,/Nz/
⑭☆★  /o/In/,m/:1'No/,Nn/,Nm/
以上の共通語との対応により見出される久慈市方言の通時的性質は、  一般的に共通語
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より進んだ段階(★)にあるがl6)、古い段階の現象を前提に新たな変化が生じた段階(☆
★)にあるといえる。さらに沿岸方言特徴として、共通語と同様の段階(≒)の特徴も
みられる。
地理的性質は、岩手方言の一般的特徴(1)の他、多くの岩手沿岸方言特徴(3)とともに、
久慈市方言独自の個性的特徴l4)を持ちあわせっつ、  わずかではあるが、  南奥方言的特徴
(2)も持っている, 久慈市方言が持っている個性的特徴(4)は、  すべて、  通時的には非拍方
言から拍方言に変化する段階で生じたものである点で注目される。(n
もう一つの地理的視点として、  久慈市方言の通時的性質からも、  岩手における音韻の
地理的対立は、齋藤(1991a)で述べたように、沿岸対内陸の東西対立が目立つことが指
摘できるのである。  
9.まとめ
本稿では、  久慈方言について、  共通語との音韻対応を考察することにより、  通事的特
徴を明らかにした。
今後はさらに、  計量的視点も導入し  (齋藤2001b, c)、  他の東北方言との比較により、
東北共通祖語の構築と共に、  祖語から現存する諸方言に至る史的変遷を明らかにしたい,  
?
(
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(
2
)
  
  
(
:
??
=
-
-
-
  
久慈市は、  県沿岸北部に位置する人口約11,000人の市であり、  方言区画上は、  北奥方言の沿岸」ヒ
部地域に位置することになる(本堂1982),informantは調査地点生え抜きの老年層・男性    (大
正9年生、  調査当時64~65歳、  出生から調査時まで久慈市の中心部本町)  の中野興吉氏であり、
場面設定は 「調査地点出身の親しい同年代  (同性)  の友人と自分の家で寛いで話すとき」、  調査
方式は「面接調査で現物指示方式(現物および動作を示し得るものについて絵も合む)及び謎々
方式(現物を指示し得ない或いは示すのが困難なものごとについて)」である,調査は、筆者が1984  
年7~8月、1985年9に行なった, 調査データはテープに録音し、調査後に再確認した, 中野氏
には、長時間調査に御協力頂くにあたり、調査結果に影響を与えないレベルで、調査研究の意義
について誠意をもって御説明した, その結果、氏は快く御協力下さり、  よって極めて良質の言語
データを得ることができた, また、氏は、研究公表に際しての氏名明記についても御快諾l、さっ
た,本研究においても、常藤(2001g)で一般論的に論じた「フィールドワークにおける問題点」
はすべて解消されていると判断できるのである, 本稿で用いる資料は、個人的データベースとし
て常藤(1987a,1987b,1992  c,2000,2001d,2001e,2002c,2002d等)で、各の目的に合わせ
て部分的に活用しているが、  音韻体系として総合的に論じたのはl前藤 (2001f)  が初めてである, 
音韻対応は、周知の通り比較言語学(比較方言学)の方法であるが、共通語との対応を示すこと
で当該方言の共通理解となり得る  「共時的体系の持つ通事的性質」  を示す事ができるのである, 
上野(1989)における「図6(-)オイ」(15111-),小松代(1976),,
岩手そして、  その中でも久慈市方言の位置する岩手沿岸北部地域が、  言語伝播における本州の
14  
ターミナルの一つであることは、  本堂(1967)、森下(1982)で示され、齋藤(2001e)  で紹介さ
れているとおりである,,
(5)   /z/は破擦音素/10/との関係が深いため  (語中子音有声化現象)  ここで扱う,,
(6)   これは岩手方言の一般的傾向といえる,,
(7)   この特徴は、本研究力S3000語レベルの語について、すべてナゾナゾ形式で行ったため見出せたも
のとも考えられる, 即ち、他方言でも本研究レベルの調査を実施すれば、見出せる可能性はあろ
つl, 
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